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報
広
報

「千倉小学校入学式」
千倉地区の４校が統合し、初めて
の入学式が行われました。
67人の1年生が入学しました。

石井市長　3期目の抱負
市議会議員紹介
堆肥を利用する農業者の皆さんを
支援します
エコ★ニュース
健康だより
　子どもの生活リズムについて考えてみましょう
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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
無
投
票
で
３

選
を
果
た
し
た
石
井
市
長
。

　

平
成
18
年
に
市
が
誕
生
し
て
か
ら「
市

政
の
か
じ
取
り
役
」を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

石
井
市
長
は
４
月
23
日（
水
）に
、
職
員

に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
初
登
庁
し
、
庁
舎
玄

関
で
花
束
を
贈
ら
れ
、
市
長
室
に
入
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
就
任
式
が
行
わ
れ
、
幹
部
職

員
を
前
に
訓
示
し
ま
し
た
。

　

合
併
と
い
う
事
業
は
、
新
た
な
価
値
観
を
創
り
出
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
前
の
町
村
の
取
り
組
み
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
未
来
志
向
の
、

ま
さ
に
創
造
的
破
壊
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
そ
の
決
断
を
必
要
と
す
る
課

題
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
財
政
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
時
間
は
、
思

い
の
ほ
か
短
い
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
短
期
間
に
、
慣
れ
親
し
ん
だ
施
設
の
再
編
や
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
戸
惑
い
や
置
き
去
り
感
と
い
っ
た
心
情
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
合
併
し
た
か
ら
こ
そ
新
た
に
成
し

得
た
福
祉
施
策
や
教
育
施
策
、
あ
る
い
は
経
済
対
策
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
、
新
た
な
暮
ら
し
や

す
さ
や
、
経
済
展
望
も
開
け
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
や
る
気
や
意
欲
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
創
造
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
「
ひ
と
・
夢
・
未
来
・
地
域
で
創
る
魅
力
の
郷　

南
房
総
」
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
南
房
総
市

誕
生
に
寄
せ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
だ
道
半
ば
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
新
市
の
基
盤
づ
く
り
は
確

か
な
足
取
り
で
進
ん
で
き
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
に
伴
う
財
政
支
援
終
了
ま
で
あ
と
７
年
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た
市
政
運
営
と
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
・
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
〝
今

な
す
べ
き
こ
と
〞
を
や
り
遂
げ
る
覚
悟
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
・
担
い
手
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
市
長
の
役
割
は
、
そ
の
か
じ
取
り
役

で
す
。
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
輝
く
未
来
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

初登庁で職員から花束を受け取る石井市長

3期目の抱負を語る石井市長

石
井
市
長
か
ら

幹
部
職
員
へ
の
訓
示

南房総市長

石井　　裕

  
石
井
市
長
３
期
目
の
抱
負

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
を
！

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
こ
の
４
年
間
は
、
市

に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
す
。

　

こ
の
４
年
間
は
市
に
と
っ
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
道
筋
を
つ
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
型
事
業
が
た
く
さ
ん
控
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
新
た
な
統
合
庁
舎
の
建

設
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
に
休
ん
で
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う
気

持
ち
で
、
職
務
に
あ
た
り
、
１
日
が
１
日
、

１
時
間
が
１
時
間
、
と
て
も
大
切
な
４
年

間
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、
市

の
た
め
に
お
互
い
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
井
市
長
が
初
登
庁
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任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
４
月
20
日
に
行
わ
れ
、
新
た
に
20
人

の
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
26
年
４
月
23
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
22
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

（
年
齢
は
５
月
８
日
現
在
）

　

新
し
い
議
会
構
成
は
、
５
月
22
日
発
行

の「
南
房
総
議
会
だ
よ
り
」第
32
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
在
職
歴
・
年
齢
順
。
敬
称
略
）

市
議
会
議
員
紹
介

真
木　

利
幸

峯　
　

隆
司

川
名　

晴
作

寺
澤　

利
郎

栗
原　

保
博

青
木　

建
二

　
　

貞
夫

長
谷
川　

博

飯
田　

彰
一

髙
木　

幹
男

川
上　
　

清

関　
　

壽
夫

鈴
木　

直
一

川
﨑　

愼
一

木
曽　

貴
夫

安
田 

美
由
貴

羽
山　

和
夫

平
川　

幸
男

青
木　

正
孝

阿
部
美
津
江
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昨
年
申
請
し
た
人
も
、
改
め
て
申
請
が
必

要
で
す
。
６
月
30
日（
月
）ま
で
に
交
付
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

販
売
目
的
で
生
産（
耕
作
）す
る
販

売
農
家

支
援
内
容

米
の
直
接
支
払
交
付
金

　

主
食
用
米
を
生
産
す
る
販
売
農
家
に
対

し
、
作
付
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

対
象
面
積　

主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、

10
ア
ー
ル
を
差
し
引
い
た
面
積
。

交
付
単
価　

10
ア
ー
ル
当
た
り
７
５
０
０
円

（
全
国
一
律
）

主
な
要
件　

・
米
の
生
産
数
量
目
標（
調
整
）に
従
う
こ
と

・
水
稲
共
済
に
加
入
す
る
こ
と

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

　

当
年
産
の
米
・
麦
・
大
豆
の
合
計
販
売
収

入
が
標
準
的
収
入
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の

差
額
の
９
割
を
農
業
者
積
立
金
１
：
国
費
３

の
割
合
で
補
て
ん
し
ま
す
。

主
な
要
件

・ 

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農（
26
年
産
は
一

定
規
模
以
上
。
27
年
産
は
規
模
要
件
な

し
）

・
農
業
者
の
拠
出
あ
り

ナ
ラ
シ
移
行
の
た
め
の
円
滑
化
対
策（
26

年
産
限
り
）

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
農
林
水
産
課　

☎
33
―
１
０
７
１

　

26
年
産
の
ナ
ラ
シ
対
策
で
米
の
補
て
ん

が
行
わ
れ
る
場
合
、
ナ
ラ
シ
対
策
の
国
費

相
当
額
の
５
割
を
交
付
し
ま
す
。

主
な
要
件

・ 

農
作
物
検
査
３
等
以
上
か
つ
販
売
が
証

明
で
き
る
書
類
を
提
出
で
き
る
方

・
農
業
者
の
拠
出
な
し

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

『
数
量
払
』

　

小
麦
、
大
豆
な
ど
の
対
象
作
物
を
生
産

し
た
場
合
、
そ
の
出
荷
数
量
に
応
じ
て
交

付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

平
均
交
付
単
価　

　
　
　

小
麦　

６
３
２
０
円
／
60
㎏

　
　
　

大
豆　

１
１
６
６
０
円
／
60
㎏

　
　
　

そ
ば　

１
３
０
３
０
円
／
45
㎏

『
面
積
払（
営
農
継
続
払
）』

　

数
量
払
を
申
請
す
る
場
合
で
、
前
年
産

の
出
荷
・
販
売
実
績
の
あ
る
も
の

　

交
付
単
価　

２
万
円
／
10
ａ

主
な
要
件

・
出
荷
・
販
売
契
約
な
ど
の
締
結
が
必
要
。

・
作
物
共
済
加
入
や
農
産
物
検
査
の
受
検
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　

水
田
で
麦
、
大
豆
や
飼
料
作
物
な
ど
を

生
産
す
る
農
業
者
に
対
し
て
作
付
面
積
に

応
じ
て
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※ 

交
付
対
象
作
物
と
交
付
単
価
は
、
下
表

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

水田活用の直接支払交付金　対象作物 交付単価
（10アール当たり）

①麦、大豆、飼料作物
②米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲
③そば、なたね、加工用米

35,000円
80,000円
20,000円

④重点振興品目
野菜　青さやいんげん、いちご、枝豆、枝豆（黒大豆）、かぼちゃ、キャベツ、きゅうり、
小松菜、里芋、食用かんしょ、食用菜花、トマト、なす、ねぎ、ふき、ブロッコリー、
まこもたけ、未成熟そらまめ、未成熟とうもろこし、レタス、れんこん、食用ばれい
しょ
花き　菜の花、ストック、水仙、金仙花、カラー、カーネーション
雑穀・豆類　落花生

10,000円以内

減額調整が
あります

⑤一般振興品目
野菜　オクラ、ししとう、しそ、しょうが、セロリ、大根、
玉ねぎ、とうがらし、にんじん、パセリ
花き　アイリス、菊、金魚草、スターチス、トルコギキョウ、フリージア、カナリアナス、
コスモス、ゆり、ひまわり、とうがらし、千日紅、ケイトウ、ストレリチア、花なす、
ホワイトレース
果樹など（平成25年度に新植したものに限る）　いちじく、梅、温州みかん、柿、キ
ウイフルーツ、ぎんなん、栗、夏みかん、枇杷、ぶどう、ブルーベリー
地力増進作物　イタリアンライグラス、ソルガム、とうもろこし、クローバー
景観形成作物　コスモス、菜の花、ひまわり、レンゲ
雑穀・豆類など　あずき、こんにゃく、ささげ、しいたけ、そらまめ

5,000円以内

減額調整が
あります

出荷・販売契約などの締結が必要です
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畜
産
農
家
が
生
産
す
る
家
畜
ふ
ん
堆
肥

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
回
数
を
減
ら
し
た
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
、
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

　

堆
肥
の
購
入
に
か
か
っ
た
経
費
の
３
分
の

１（
バ
ラ
売
り
は
１
ト
ン
当
た
り
２
７
０
０

円
、
袋
売
り
は
１
袋
当
た
り
２
０
０
円
を
上

限
）を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
堆
肥
購
入
の

事
前
に
堆
肥
使
用
農
地
す
べ
て
の
土
壌
診
断

を
実
施
し
、
申
請
時
に
当
該
土
壌
診
断
結

果
の
写
し（
堆
肥
購
入
前
３
か
月
以
内
の
も

の
）を
提
出
す
る
場
合
は
、
堆
肥
の
購
入
に

か
か
っ
た
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
堆
肥
は
、
肥
料
取
締
法
に
基

づ
く
生
産
業
者
と
販
売
業
務
の
届
け
出
を
し

て
い
る
堆
肥
生
産
者（
表
１
）の
も
の
に
限
り

ま
す
。
堆
肥
は
生
産
者
か
ら
直
接
購
入
す
る

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
で
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
資
源
再

生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
作
物
の
安
定
し
た
生
産
に
は
、
土
壌
に

合
っ
た
堆
肥
や
肥
料
の
種
類
・
成
分
・
施
用

量
を
適
正
に
算
定
す
る
施
肥
設
計
が
必
要
で

す
が
、
計
算
が
と
て
も
複
雑
で
す
。
堆
肥
有

効
活
用
シ
ス
テ
ム
に
土
壌
診
断
結
果
を
入
力

す
る
と
、
誰
で
も
簡
単
に
施
肥
設
計
の
計
算

が
で
き
ま
す
。

堆
肥
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
の
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w.m
boso-agri.jp/

　

堆
肥
を
利
用
し
た
安
全
・
安
心
な
農
作
物

を
栽
培
で
き
る
よ
う
、
農
作
物
50
品
目
の
栽

培
方
法
の
基
準
を
示
し
た
栽
培
指
針
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

堆
肥
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
で
閲
覧
や
印
刷
が

で
き
ま
す
。

堆
肥
を
利
用
す
る

農
業
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

堆
肥
の
購
入
費
に
補
助

堆
肥
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム

堆
肥
活
用
農
産
物
栽
培
指
針

　
地
域
資
源
再
生
課　

☎
33
―
１
０
７
３

番号 生産者 代表者 住　所 連絡先 家畜ふん原料
1 山田堆肥組合 川名　正美 南房総市山田1232 58-0757 乳牛
2 若林　和夫 若林　和夫 南房総市平久里下303 58-0630 乳牛
3 平久里下堆肥組合 石井　一成 南房総市平久里下1680 58-0604 乳牛
4 石井　伸二郎 石井伸二郎 南房総市平久里下1678-1 58-0451 乳牛
5 富山畜産ふれあい牧場 安房農業協同組合 南房総市荒川871 58-0821 乳牛
6 上滝田畜産環境保全組合 山口　　均 南房総市上滝田771 36-3984 乳牛
7 庄司　重太郎 庄司重太郎 南房総市下滝田743-2 36-3858 乳牛
8 稲都畜産環境保全組合 岡崎　守良 南房総市御庄526 36-3601 乳牛
9 上堀堆肥センター 中村　文雄 南房総市上堀632-1 36-3286 乳牛
10 千倉町酪農組合 山根　　勇 南房総市千倉町川合749 44-1344 乳肉牛
11 千倉町酪農組合瀬戸グループ 小泉　　要 南房総市千倉町瀬戸244-4 44-0914 乳牛
12 市場・前田畜産環境保全組合 牧野　澄夫 南房総市丸本郷1333 46-3625 乳牛
13 珠師ヶ谷搾乳組合 尾形　　茂 南房総市珠師ヶ谷1048-2 46-2298 乳牛
14 宮下畜産環境保全組合 北見　進一 南房総市宮下474 46-2059 乳牛
15 川谷畜産環境保全組合 津嶋　睦夫 南房総市川谷271 46-2404 乳牛
16 吉野　謙二 吉野　謙二 南房総市丸本郷1110 46-3594 乳牛
17 農事組合法人丸山町酪農組合 笹子　幹夫 南房総市加茂2733-1 46-2014 乳牛
18 和田町グリーンセンター山田舎 池田　忠雄 南房総市和田町下三原1043 47-3789 乳牛
19 佐秀ファーム株式会社 佐久間秀夫 南房総市和田町中三原249-1 47-3775 乳肉牛
20 小川堆肥センター 鈴木　孝雄 南房総市和田町中三原297 47-3352 乳牛
21 小川堆肥センター 押元　主計 南房総市和田町小川982-1 47-3050 乳牛
22 武山養鶏場 武山　展浩 南房総市和田町黒岩51 47-2654 採卵鶏
23 長谷川牧場 長谷川康弘 南房総市和田町黒岩664 47-3738 乳牛

（表1）堆肥生産者
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　自動車の排出ガスには地球温暖化の主な原因といわれるCO2（二酸化炭
素）が大量に含まれています。そのCO2 を減らすため、以下のようなエコ
ドライブ（環境に配慮した運転）を心がけることが推奨されています。エコ
ドライブは、CO2 の排出だけでなく、大気汚染も抑制し、また燃料費の節約
や安全運転にもつながります。できるところから、ぜひ実践してみましょう。
■ふんわりアクセルでスタート
　発進するときは、多くの燃料を消費するため、穏やかにアクセルを踏みま
しょう。最初の5秒で、時速20キロメートル程度への加速が目安です。
■車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転を
　車間距離が短くなると、加速・減速する回数が多くなり、燃費が悪化します。速度変化の少ない運
転を心がけましょう。
■減速時は早めにアクセルを離そう
　信号で停止するときや坂道を下るときは、早めにアクセルから足を離し、エンジンブレーキを活用
しましょう。
■無駄なアイドリングはやめる
　待ち合わせや荷物の積み下ろしなどによる駐停車の際は、アイドリングはやめましょう。また、現
在の車は、基本的に暖機運転は不要です。エンジンをかけたらすぐに出発しましょう。
■タイヤの空気圧を適正に保つ
　タイヤの空気圧が適正値より不足すると、燃費が悪化します。こまめにチェックしましょう。
■不要な荷物は降ろして
　車の燃費は、荷物の重さや空気抵抗に影響されます。不要な荷物・スキーキャリアなどの外装品は、
車から降ろしましょう。

ゴーヤの苗を配布します
　地球温暖化対策のため、緑のカーテンづくりに参加していただける市民の皆さんに、ゴーヤ
の苗を差し上げます。
　ゴーヤのように、ツル性の植物は、自然の日よけになり、室内温度の上昇を抑えてくれます。
暑い夏に備えて、緑のカーテンをつくってみませんか。
配 布 日　５月２８日（水）午前8時 30分から
配布場所　環境保全課、朝夷行政センター、各地域センターの窓口
対 象 者　市内在住で、ゴーヤの生長記録を報告できる人
配布人数　各窓口１０人まで（先着順）
配 布 数　１人（１家庭）３株
　詳しくは、環境保全課にお問い合わせください。

エコドライブを心がけましょう

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優良賞
　　　　　　　　 富浦中学校３年　鎌田　恵璃さんの作品
＜標語の趣旨＞ 残ったごはん、卵のから、食べられない野菜の部分などをただ捨ててしま
うのではなく、私たちと同じように、土（植物）も栄養を必要とします。もとは、私たちの食
べている物はだいたい畑（土の中）で育ちます。それを私たちが畑に帰せば、“循環”となり、
また自分の食べる物へとつながっているからです。
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消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

に
関
す
る
こ
と
で
疑
問
や
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
、
市
消
費
者
相
談
窓
口
や

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
63
年
か
ら
、
毎
年
５
月
は「
消
費

者
月
間
」と
さ
れ
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費
者
が
主

役
と
な
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
、
と

も
に
考
え
る
事
業
を
集
中
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
高
齢
者
の
消
費
者
被
害

の
増
加
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

積
極
的
な
見
守
り
対
策
や
サ
ポ
ー
ト
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え「
つ
な
が
ろ
う
消
費
者
〜
安
全
・
安
心

な
く
ら
し
の
た
め
に
〜
」を
統
一
テ
ー
マ

と
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
消
費

者
啓
発
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
消
費
生
活
に

関
心
を
持
っ
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
で
の
声
か
け

な
ど
か
ら
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
気
づ
き
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
安
心
安
全
な
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
し
つ
こ
い
電
話

勧
誘
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

消
費
相
談
窓
口
か
ら
㉑

なんでもアリサ！⑧
プロム Prom

　アメリカの高校生にとって、春の一大イベントといえば

プロムです。特に卒業する高校４年生は

この時期気合いが入ります。

　多くのプロムは、学校主催の夜に行う

ダンスパーティーです。会場はそれぞれ

で、近所の高校は船、ホテル、市役所の

ホールなどを借りていました。男子が女

子を誘うことが一般的で、男子は誰をど

うやって誘うかよく悩みます。ドレスコー

ドはタキシードやドレスで、よくベストと

ドレスの色やブートニアとコサージュの花

をお揃
そろ

いにします。友だちと会場までリ

ムジンを頼んで華々しい登場をする人も

たくさんいます。

　しかし、同性の友だちと行ったり、同

性愛カップルとして行ったりする人も少なくありません。

私自身も気が合わない男子より親しい女子と行った方がい

いと感じ、女子３人で楽しく行きました。

　To American high school students, prom is one of the 
biggest events held in the spring. Graduating seniors 

get especially worked up during this time 
of year.
　Most proms are a school-sponsored 
dance party put on at night. Venues 
vary, but some high schools in my area 
rented boats, hotels and even the city 
hall rotunda. Boys generally ask girls out, 
resulting in many worrying over who to ask 
and how. The dress code calls for tuxedos 
and dresses, and many couples match the 
color of their vest and dress, as well as the 
flowers in their boutonnière and corsage. 
Friends will often rent a limousine to the 
prom together, making a spectacular 
entrance.
　However, there are also a good number 
of people that will go with friends of the 

same sex or their same-sex partner. I also preferred to 
go with good girl friends rather than a boy I didn’t get 
along with, so I had fun attending prom with two other 
ladies.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

自分のプロム 
my high school prom

お
電
話

く
だ
さ
い
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健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　

食
事
、
睡
眠
、
排は
い
せ
つ泄
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
が

し
っ
か
り
で
き
、
一
人
で
食
事
や
着
脱
な
ど
が
で

き
て
、
し
っ
か
り
と
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

　

生
活
習
慣
を
覚
え
て
、
次
に
何
を
し
た
ら
い
い

か
を
予
測
し
て
、
自
分
で
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

こ
う
い
う
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
。 

「
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
る
に
は
」

①　

 

朝
、
早
く
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。（
で
き
れ
ば
６

時
台
に
、
遅
く
て
も
７
時
台
に
は
起
こ
し
、

太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
）

②　

 

昼
間
、
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

③　

 

昼
寝
が
１
回
に
な
っ
た
ら
２
時
間
以
内
に
し

て
、
夕
方
寝
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

④　

 

食
事
、
お
や
つ
は
決
ま
っ
た
時
間
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
生
活
習
慣
と
一
緒
に
大
人
の
生
活
習

慣
も
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
家
族
み
ん
な

が
よ
り
健
康
と
な
る
生
活
習
慣
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。 子

ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

①生活リズムをつくる
（０歳から１歳）

　昼と夜の区別がつき、１歳に
近づくにつれて、３回食にな
り、食事の時間、寝る時間が
決まってきて、少しずつ生活リ
ズムができてきます。

②生活の基本的習慣をつける
（１歳から２歳）

　食事の時は、エプロンをして、「いたただきます」と挨拶
してから食べる。寝る前は、パジャマに着替えるなど、
毎日同じことを繰り返していくことで、基本的な生活習
慣を覚えていきます。また、例えばお風呂へ入ったらパ
ジャマを着て寝るということなど、次にやることを少し
づつ予測できるようになってきます。

④ある程度の基本的生活習慣が一人でできる
（３歳から５歳）

　食事、着替えなど、ある程度の生活習慣
は、一人でできるようになります。たとえ、
時間がかかっても、自分
でやろうとする意欲、や
る気を大事にして、「自分で
できた」達成感、満足感が
味わえるように、温かく
見守ってあげましょう。小
学校就学ぐらいには、だ
いたい何でも一人ででき
る力もついてきます。

⑤基本的生活習慣が一人でできる
（５歳から７歳）

　基本的な生活習慣が一人でできるようになりま
す。規則正しい生活（早寝早起きなど）、食事（挨
拶、マナーなど）、着替え（一人で着る、脱いだも
のをたたむなど）、排泄（一人で排泄ができ、ギリ
ギリまでガマンせず、余裕を持ってトイレへ行っ
たり、排泄の後始末ができるなど）、清潔（外出後、
トイレ後などに手を洗う、鼻をかむなど）、社会性
（挨拶がきちんとできる、人の話を聞く、順番を
守る、自分の経験したこと、自分の思っているこ
とを相手に伝えるなど）ができるようになります。

③自分でやってみようとする
（２歳から３歳）

　「ご飯だよ！」と声をかけられたら、エプロンを自分でつけようとしたり、
着替えを自分でやろうとしたり、出かけるときは、靴を自分で履こうとした
り、何でも自分でやろうとします。しかし、やりたくてもできないことも多
く、まだまだ手助けは必要ですが、できるだけ、自分でやろうとする気持
ちを大切にしてあげることで、どんどんできるようになってくる年齢です。

「生活習慣がつくようになるまで」
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一
年
間
の
活
動
成
果
を

発
表
し
ま
し
た

― 
市
民
活
動
発
表
会 

―

県
で
富
山
・
平
群
地
区
で
の

取
り
組
み
を
報
告

― 

平
群
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

―

　

４
月
12
日
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

で
、
市
民
活
動
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
度
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
８
団
体
が
、

地
域
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
や
交
流
促
進

に
向
け
て
実
施
し
た
事
業
な
ど
多
様
な
取

組
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
公
益
的
な

活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
応

援
し
よ
う
と
本
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
99
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。（
平
成
19
・
20
年
度
の
地
域
活
性
化
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
も
含
み
ま
す
。）

　

３
月
20
日
、
千
葉
市
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ

ン
タ
ー
で
県
が
主
催
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
支
援
事
業
成
果
報
告
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
た
平

群
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の「
地
域
・
都
市

連
携
に
よ
る
平
群
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
」に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
自
然

学
校
が
事
務
局
と
な
り
、
平
群
地
区
の
中

区
・
下
区
・
山
田
区
や
商
工
会
青
年
部
、

岩
井
案
内
人
の
会
、
市
役
所
、
大
学
な
ど

が
連
携
し
て
円
卓
会
議
を
構
成
し
、
古
民

家
ろ
く
す
け
を
拠
点
に
、
地
域
資
源
調
査

や
、
平
群
の
祭
礼
に
あ
わ
せ
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
調
査
、

郷
土
料
理
の
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
体
験
に

よ
る
交
流
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
地
域
の
自
然
や
行
事
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
地
域
と
の
交
流
を
促
進
さ

せ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

No. 団　体　名 事　　業　　名 コース（回数）
1 南房総さざなみカヌークラブ 手づくりカヌーで岬めぐり島めぐり はじめの一歩

2 南房総エコ・クリーン 一人一人がエコ贔屓 チャレンジ（3回目）

3 市部ボランティアチーム 「観音山を里山に！」～環境整備と里山としての利用促進 チャレンジ（2回目）

4 南房総エコネット 河川の簡易水質調査および
子供たちによる水辺の生物調査事業（第3年次） チャレンジ（3回目）

5 ハーブちくら 千倉を「花とハーブのまち」に！ チャレンジ（2回目）

6 千倉金比羅山地域創生会 千倉金比羅山地域創生事業 チャレンジ（2回目）

7 大貫春菜会 里山でガッチリ小遣い稼ぎ事業 チャレンジ（1回目）

8 特定非営利活動法人スフィーレ 南房総市キッズみんなで外遊び推進事業 チャレンジ（1回目）

参加者も熱心に発表に聞き入っています

盛況だった地域交流会（房総の太巻き寿司づくり体験）島根県海士町でのまちづくり事例を学ぶ

平成25年度「市民提案型まちづくりチャレンジ事業」実施団体一覧
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４
月
５
日
・
12
日
に
千
倉
総
合
運
動
場

お
よ
び
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
会
場
に
、

市
内
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
第
４
回
市
長
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
和
田
レ
ッ
ド
ロ
ー
ズ
と
岩

井
イ
ー
グ
ル
ス
の
対
戦
と
な
り
、
和
田

レ
ッ
ド
ロ
ー
ズ
が
５
対
４
で
勝
利
し
ま
し

た
。

　

最
優
秀
選
手
に
は
、
和
田
レ
ッ
ド
ロ
ー

ズ
の
黒
川
陽
貴
選
手
、
敢
闘
賞
に
は
、
岩

井
イ
ー
グ
ル
ス
の
小
池
朝
陽
選
手
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な

観
光
事
業
へ
の
展
開
を
図
る
た
め
、
市
は

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
へ
の
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
全
国
で
57
番
目
、
県
と

し
て
は
、
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
な

り
ま
し
た
。　

　

昨
年
９
月
に
行
な
っ
た
実
験
の
結
果
、

市
の
森
林
部
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や

ス
ト
レ
ス
を
下
げ
る
と
い
っ
た
癒い
や

し
効
果

が
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
実
験
結
果
に
加
え
、
自
然

社
会
条
件
な
ど
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た

結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
南
房
総
が
有
す
る
照
葉
樹
林
と

豊
か
な
海
・
里
な
ど
、
そ
の
自
然
を
前
面

に
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
花
や
食
と
組
み
合

わ
せ
た
旅
行
商
品
を
造
成
し
、
ツ
ア
ー
展

開
な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
体
験
会
や
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド

養
成
講
座（
仮
）を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課 

　

   

☎
33
―
１
０
９
１

　

３
月
26
日
、
福
島
に
心
を
寄
せ
る
房
総

の
会（
芳
賀
裕
代
表
）が
主
催
し
た「
福
島

ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
」

が
開
催
さ
れ
、
富
浦
地
区
で
活
動
し
て
い

る
南
房
総
さ
ざ
な
み
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ（
領

家
五
次
代
表
）の
会
員
が
カ
ヌ
ー
に
同
乗

し
て
指
導
す
る
な
か
、
19
人
の
子
ど
も
た

ち
が
カ
ヌ
ー
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

     東
安
房
漁
協
の
取
り
組
み
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

 
    福島

の
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験

〜
市
民
活
動
団
体
が
カ
ヌ
ー
遊
び
を

提
供
〜

 
    市

長
杯
争
奪
少
年
野
球
大
会

　
　

〜
和
田
レ
ッ
ド
ロ
ー
ズ
が
優
勝
〜

 

県
内
で
初
め
て
、森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
第
19

回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
」

で
、
東
安
房
漁
協
が
30
年
か
け
て
構
築
し

た
輪
採
漁
場
に
よ
る
ア
ワ
ビ
漁
の
取
り
組

み
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

今
年
も
５
月
か
ら
、
千
倉
地
区
を
は
じ

め
と
す
る
東
安
房
漁
協
の
管
内
で
は
、
ア

ワ
ビ
の
あ
ま
漁
が
本
格
化
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

表彰を受けた東安房漁協の皆さん

カヌーを楽しむ子どもたち

優勝した和田レッドローズ
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5月の5月の
4月24日（木）に実施されました
● 平成26年南房総市議会第1回臨時会を招集
● 南房総市中小企業新事業及び雇用創出支援事業について

　4月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２

日（
月
）で
す
。

　

５
月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
自
動
車
税
の
納
付
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。（
納
期
限
ま
で
の
手

続
き
が
必
要
で
す
）

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
事
務
所 

　

   

☎
０
４
３
―
２
４
３
―
２
７
２
１

　
　

館
山
県
税
事
務
所 

　

   

☎
22
―
７
１
１
７

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
で
障
害
の
程
度
が
一
定
以
上

の
人
、
ま
た
は
生
計
を
と
も
に
し

て
い
る
人
。

減
免
申
請
の
方
法

　

軽
自
動
車
税
を
納
め
る
前
に
、

①
障
害
者
手
帳
な
ど
、
②
納
税
通

知
書
、
③
運
転
免
許
証
、
④
車
検

証
、
⑤
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税

務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 
減
免
は
、
障

害
者
１
人
に

つ
き
１
台
ま

で
で
す
。
県

の
自
動
車
税

と
の
二
重
減
免
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
請
期
限　

５
月
26
日（
月
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

２
日（
月
）で
す
。

　

　

税
務
課　

　
　
　

  

☎ 

33
―
１
０
２
３

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。「
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
」は
基
本
的
な
内
容
で
す
。

「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」は
筆
記
試

験
と
解
説
が
あ
り
、
専
門
的
な
内

容
で
す
。

と
き　

６
月
28
日（
土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※ 「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」は
午
後
４

時
ま
で
。

と
こ
ろ

①
館
山
市
菜
の
花
ホ
ー
ル

②
鴨
川
市
文
化
体
育
館

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

各
会
場
30
人（
先
着
順
）

費
用　

１
３
７
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
間　

６
月
９
日（
月
）か
ら

６
月
22
日（
日
）ま
で

　

　

館
山
消
防
署

　

☎
22
―
２
９
０
３

　

鴨
川
消
防
署

　

☎
０
４
―
７
０
９
３
―
２
１
３
１

　

千
倉
分
署

　

☎
44
―
２
１
０
０

　

鋸
南
分
署

　

☎
55
―
３
２
５
０

と
き　

５
月
17
日（
土
）

　
　
　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

９
階
第
２
か
ら
第
４
会
議
室（
千

葉
市
中
央
区
中
央
２
―
５
―
１　

千
葉
中
央
ツ
イ
ン
ビ
ル
２
号
館
）

内
容　

補
装
具
展
示
相
談
会
・
講

演「
最
新
の
泌
尿
器
科
手
術
」 

千
葉

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
泌
尿
器
科
医
長

深
沢
賢
さ
ん　

対
象
者　

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工

肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
増
設
者
）

お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
従

事
者
、
担
当
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

費
用　

無
料

　 

　

千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
千
葉
県
支
部　

　

☎
０
４
３
―
３
０
９
―
７
５
７
１

　

 （
月
・
火
・
金
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

     障害
が
あ
る
人
の
軽
自
動
車

税
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

 

普
通
救
命
講
習
会

 
 

第
２
回
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会
」

     自
動
車
税
は
納
期
内
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

お
し
ら
せ
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対
象
者　

75
歳
以
上
の
人

助
成
額　

　

１
５
０
０
円（
生
涯
に
１
回
）

＊ 
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

＊ 

指
定
医
療
機
関
以
外
で
予
防
接

種
を
し
た
場
合
の
助
成
は
あ
り

ま
せ
ん
。

＊ 

年
度
途
中
で
助
成
の
方
法
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
は
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

　

健
康
支
援
課　

　
　
　

 

☎
36
―
１
１
５
２

　

千
葉
県
弁
護
士
会
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の

支
援
者
を
対
象
に
６
月
か
ら
無
料

　

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
ホ
タ
ル
博
士
に

よ
る
楽
し
い
解
説
も
あ
り
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
31
日（
土
）　

午
後
６
時
30
分
集
合（
小
雨
中
止
）

集
合
場
所　

三
芳
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
玄
関
前（
受
付
後
、
自

家
用
車
で
現
地
へ
移
動
し
ま
す
。）

持
ち
物　

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
を

含
む

定
員　

40
人（
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
）

　 

　

地
域
づ
く
り
協
議
会「
み

よ
し
」事
務
局（
三
芳
地
域
セ
ン

タ
ー
内
）

　

☎
36
―
１
１
８
５

法
律
相
談
を
し
ま
す
。

　

法
律
問
題
で
困
っ
て
い
る
場
合

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

・ 

毎
週
月
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で

・ 

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で（
た
だ
し
、
年

末
年
始
、
お
盆
、
祝
祭
日
は
除

く
。）

対
象

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
障
が
い
者

③ 

高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
を
支

援
す
る
立
場
の
人

方
法　

次
の
専
用
電
話
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。
担
当
弁
護
士
が
直
接

相
談
を
伺
い
ま
す
。
な
お
、
同
一

内
容
の
相
談
は
年
１
回
限
り
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
専
用
電
話

へ
の
電
話
料
金
は
、
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
）

相
談
時
間　

１
人
20
分
程
度

相
談
電
話
番
号

☎
０
４
３
―
２
２
７
―
１
８
０
０

　

　

県
弁
護
士
会

　

千
葉
県
中
央
区
中
央
４
―
13
―
12

　

☎
０
４
３
―
２
２
７
―
８
４
３
１

有料広告有料広告

 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
助
成

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た

め
の
無
料
電
話
法
律
相
談

お
し
ら
せ

5月の5月の

 

み
よ
し
探
訪
⑫
参
加
者
募
集

そ
う
だ
ん

ぼ
し
ゅ
う

「
三
芳
の
ホ
タ
ル
を
見
よ
う
！
」
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毎
年
５
月
・
６
月
を「
赤
十
字

運
動
月
間
」と
し
、
活
動
資
金
の

募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
資
金
を
も
と
に
、
国

内
に
お
け
る
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
医
療
事
業
・
献

血
事
業
や
世
界
の
各
地
で
多
発
す

る
紛
争
・
災
害
・
病
気
な
ど
に
苦

し
む
人
た
ち
へ
の
救
援
活
動
、
開

発
支
援
事
業
な
ど
人
道
的
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
災
害
時
の
救
護
活

動
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昨
年
度
、
奉
仕
団
員
な
ど

に
よ
る
炊
き
出
し
や
救
急
法
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
活
動
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課　

　

 　

☎
36
―
１
１
５
３

　

和
田
町
上
三
原
の
山さ

ん
じ
ん
じ
ゃ

神
社
に
、
大
き
な
樟く

す

が
生
え
て
い
ま
す
。
樹

形
も
美
し
く
幹
の
根
元
近
く
に
注し

め連
飾か

ざ
り
が
張
っ
て
あ
り
、
神こ

う
ご
う々

し

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
樟
は
、
安
房
一
番
の
樟
の
大
樹
で
あ
り
、
千
葉
県
の
第
１
回

指
定
記
念
物
に
な
っ
た
名
木
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
存
在
は
、

上
三
原
地
区
の
誇
り
で
あ
り
大
い
に
自
慢
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

山
神
社
境
内
に
立
つ
大
樟
の
説
明
板
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
の
ク
ス
ノ
キ
の
大
き
さ
は
、
目
通
り
幹
回
り
12
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
32
メ
ー
ト
ル
で
、
樹
齢
７
５
０
年
く
ら
い
で
す
。

　

古
く
か
ら
、
山
神
社
の
神
木
と
し
て
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
大
樹
の
蔭か
げ

で
は
、
鳥
が
歌
い
動
物
が
遊
び
、
人
が
集
い
語
ら
い

ま
す
。

　

夏
に
は
、
葉
が
茂
り
、
神
社

一
帯
を
包
む
よ
う
に
そ
び
え
立

ち
、
い
っ
そ
う
雄
大
に
見
え
ま

す
」

　

山
神
社
は
、
元
上
三
原
小
学

校
跡
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
度
訪
ね
、
７
５
０
年

あ
ま
り
の
歳
月
を
生
き
続
け
て

い
る
ご
神
木
の
樟
の
霊
気
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第 97話
生稲謹爾

「山神社の
大
オオクス

樟」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

 

日
本
赤
十
字
活
動
資
金

の
募
集

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

４
月
号 

お
わ
び
と
訂
正

　

４
月
10
日
発
行
の
広
報
み

な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
18
ペ
ー
ジ
中
、
丸
山
中
学

校
の
記
事
、

（
誤
）丸
山
中
学
校
は
、
昭
和

35
年
に
丸
中
学
校
と
豊
田
中

学
校
が
統
合
し
、
丸
山
町
立

丸
山
中
学
校
と
な
り
ま
し

た
。

（
正
）丸
山
中
学
校
は
、
昭
和

33
年
に
豊
田
中
学
校
と
学
校

組
合
立
千
歳
中
学
校
の
一
部

が
統
合
し
、
旧
丸
山
中
学
校

と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
35
年

に
丸
中
学
校
と
統
合
し
、
丸

山
町
立
丸
山
中
学
校
と
な
り

ま
し
た
。

人口の動き(平成26年5月1
日現在）は、広報みなみぼう
そうお知らせ版6月号（5月
22日発行）に掲載します。
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富
山
地
区
体
育
振
興
会
は
、
富
山
地
区
の
住
民
の
体
力
づ

く
り
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
役
立
つ
た
め
に
、
合
併

前
の
旧
富
山
町
体
育
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
立
ち
あ
げ
ま
し

た
。

　

現
在
、「
ふ
せ
ひ
め
体
育
大
会
」（
富
山
の
16
の
行
政
区
を
８

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
行
う
運
動
会
）や
、「
新
春
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
」（
安
房
地
域
の
中
学
生
以
上
が
集
ま
る
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
）、
各
専
門
部
が
主
催
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や

ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

な
か
で
も
、
ふ
せ
ひ
め
体
育
大
会
は
、
富
山
地
区
の
住
民

が
一
同
に
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
と
き
に
は
、

各
行
政
区
か
ら
選
ば
れ
た
地
区
長
が
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
な
り
、

選
手
集
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
選
手
が
な
か
な
か
集

ま
ら
ず
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
当
日
は
、
集
ま
っ
た
選
手
み
ん
な
笑
顔
で
、
時

に
は
真
剣
に
、
勝
利
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
体
育
大
会
終
了
後
の
反
省
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
で

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
行
政
区
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
体
育
振
興
会
に
係
わ
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
大
会
の
運
営
も
大
変
で
す
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
る
場
づ
く
り
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
開

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
の
ふ
せ
ひ
め
体
育
大
会
は
、
10
月
13
日
に

開
催
予
定
で
す
。

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
５
月
号

平
成
26
年
５
月
８
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
富
山
地
区
体
育
振
興
会
〜

会
長　

高　

橋　

嘉　

弘

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

むかで競争の様子（昨年の大会より）

1号　10,290円 /月
料金割引　5％～最大20％OFF

広告募集中

※　3か月連続で5％割引
※　10か月～12か月連続で20％割引
　　お申し込みは秘書広報課にお願いします。
　　  33－ 1002


